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本書は第 1章から第 7 章，および終章の，合計

















































































































































































事例である。第 3章事例 5の周氏 (p. 90) は入信
ムスリムであるが，この個所では雲南系漢人とい
う「民族」の事例として紹介されている。同様に，

























































































していく姿が論じられる (第 2章，第 3章)。舞台
となる工場は，プラスチック製文具の下請け製造
工場で，労働者の 8割が組立課に所属し，組織の
末端に属する組立作業専門の労働者 (オペレー
ター) は全員が女性である。工場内では，労働者
と日本人社長，およびマネージャーとの間で直接
会話はなされない。業務命令は，タイ人マネー
ジャーや課責任者を介して伝わり，問題発生時も
労働者間でのみやり取りが行われる。労働者の採
用も課責任者に一任され，現従業員と親族関係に
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